
第78回トニー賞と
アメリカのミュージカル

2025年7月17日

TONY Musical Fans’ Club

「トニー賞をみんなで語ろう」



2025年 第78回トニー賞 ミュージカル部門
ミュージカルは全15部門、うち太字はミュージカル部門のビッグ6、青字はプレイと共通部門

① ミュージカル作品賞 (Best Musical)
Maybe Happy Ending

② ミュージカル脚本賞 (Best Book of a Musical)
Maybe Happy Ending

③ オリジナル楽曲賞 (Best Original Score Music and/or Lyrics)
Maybe Happy Ending

④ リバイバルミュージカル賞 (Best Revival of a Musical)
Sunset Blvd.

⑤ ミュージカル主演男優賞 (Best Performance by a Leading Actor in a Musical)
Darren Criss for Maybe Happy Ending

⑥ ミュージカル主演女優賞 (Best Performance by a Leading Actress in a Musical)
Nicole Scherzinger for Sunset Blvd.

⑦ ミュージカル演出賞 (Best Direction of a Musical)
Michael Arden for Maybe Happy Ending
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2025年 第78回トニー賞 ミュージカル部門 （つづき）

⑧ ミュージカル助演男優賞 (Best Performance by a Featured Actor in a Musical)
Jak Malone for Operation Mincemeat

⑨ ミュージカル助演女優賞 (Best Performance by a Featured Actress in a Musical)
Natalie Venetia Belcon for Buena Vista Social Club

⑩ ミュージカル装置デザイン賞 (Best Scenic Design in a Musical)
Dane Laffrey and George Reeve for Maybe Happy Ending

⑪ ミュージカル衣装デザイン賞 (Best Costume Design in a Musical)
Paul Tazewell for Death Becomes Her

⑫ ミュージカル照明デザイン賞 (Best Lighting Design in a Musical)
Jack Knowles for Sunset Blvd.

⑬ ミュージカル音響デザイン賞(Best Sound Design of a Musical)
Jonathan Deans for Buena Vista Social Club

⑭ 振付賞 (Best Choreography)
Patricia Delgado and Justin Peck for Buena Vista Social Club

⑮ 編曲賞 (Best Orchestrations)
Marco Paguia for Buena Vista Social Club
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今年の作品賞
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A Wonderful World: The Louis Armstrong Musical 11/11 2/23

Maybe Happy Ending （作品賞受賞） 11/12

Elton John’s Tammy Faye 11/14 12/8

Swept Away 11/19 12/29

Death Becomes Her （作品賞ノミネート） 11/21



Redwood 2/13 5/18

Buena Vista Social Club （作品賞ノミネート） 3/19

Operation Mincemeat （作品賞ノミネート） 3/20

Boop! The Musical 4/5 7/13

Stephen Sondheim's Old Friends 4/8 6/29

Smash 4/10 6/22

Just in Time 4/26

Real Women Have Curves 4/27 6/29

Dead Outlaw （作品賞ノミネート） 4/27 6/29

今年の作品賞（つづき）
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 Maybe Happy Endingが作品賞を含む6部門で受賞
出演者わずか4人で100分1幕の小品
ノミネート10部門のうち作品賞､脚本賞､楽曲賞､主演男優賞､演出賞､装置デザイ
ン賞の6部門で受賞、ビッグ6部門では5部門(上記太字)で受賞する圧勝となった
主演は男優(ダレン・クリス)がフィリピン系、女優(ヘレン・シェン)は中国系で
いずれもアジア系の役者が演じた（ダレン・クリスは主演男優賞）
2014年に韓国で制作が開始され、2016年にソウルで初演、2020年には日本で日
本人キャストでも公演され、ブロードウェイ進出には10年かかっている

 Buena Vista Social Clubは4部門
ノミネート10部門のうち助演女優賞､音響デザイン賞､振付賞､編曲賞の4部門受賞
更に舞台上でサルサを演奏する演奏者10人に特別賞が授与された
助演女優賞を獲得していますが主演の俳優は存在せず演奏者が主役と言える

 Death Becomes Herは1部門
制作費に31.5百万ドル(約46億円)かけた伝統的なスタイルの大型ミュージカル、
名の通った俳優を起用し出演者総勢30人で歌とダンスを豪華な衣装と舞台装置で
見せる笑いと涙のストーリ、衣装デザイン賞を受賞

 多様性の評価
非白人国､非英語圏のアジア作品が初のトップの評価を得た歴史的な年となった
（これまではウィーンミュージカルからの進出でも2002年の1作品､56公演のみ）
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今年のリバイバル賞
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Once Upon a Mattress 8/12 11/30

Sunset Boulevard （リバイバル賞受賞） 10/20 7/20

Elf 11/17 1/4

Gypsy （リバイバル賞ノミネート） 12/19 7/18

The Last Five Years 4/6 6/22

Floyd Collins （リバイバル賞ノミネート） 4/21 6/22

Pirates! The Penzance Musical （リバイバル賞ノミネート） 4/24 7/27



今年のトニー賞の傾向
 有名俳優が出演する作品が相次ぎ落選

今年はノミネート段階から有名俳優が出演する作品の落選が相次いだ
 新作

イディーナ・メンゼル主演のRed Woodが全くノミネートされず、メーガン・ヒル
ティ主演のDeath Becomes Herが10部門でノミネートされるもMaybe Happy 
Ending、Buena Vista Social Clubの後塵を拝した

 リバイバル
サットン・フォスター主演のOnce Upon a Mattressがノミネートから外れた
ノミネートされた中ではトニー賞6冠のオードラ・マクドナルドのGypsyが劇評か
らも最有力と思われたが、結果はSunset Blvd.がリバイバル賞､主演女優賞(ニコー
ル・シャージンガー)､照明デザイン賞の3部門で受賞
ラミン・カリムルー主演のPirates!もノミネートどまりとなった

 ストレートプレイの主演男優・女優賞（詳細は記載していません）
映画界で人気のジョージ・クルーニー(Good Night, and Good Luck)とミア・ファ
ーロウ(The Roommate)もノミネートのみで受賞に至らず
デンゼル・ワシントン(Othello)はノミネートもされず
主演男優賞を受賞したコール・エスコーラはOh, Mary!でリンカーン大統領の妻を
演じ、ノン・バイナリーを自称している

 新たな人材の活躍
新たな世代の多様な活躍が評価され、新たな時代を予感させるトニー賞となった
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[再録] トニー賞(Tony Awards)とは
 トニー賞

第二次世界大戦後の1947年にAmerican Theatre Wingにより優れた舞台芸術
を表彰することを目的として設立された
名称は第二次世界大戦中にAmerican Theatre Wingの優れたリーダーで、女
優、演出家、制作者であったアントワネット(トニー)・ペリー女史に由来

 American Theatre Wing
第一次世界大戦前夜の1917年に7人の女性民権運動家による戦時支援部とし
てニューヨークで創設され、以後100年以上にわたり舞台芸術を通じて社会
に感動の機会を提供し、個人の尊重、文化の発展に努めている非営利団体

 現在の運営委員会：以下の1)､2)から10人ずつ、3)～4)から1人ずつ、計24人
1) American Theatre Wing（演劇の発展への財政、教育支援を行う）
2) Broadway League（劇場主、興行主、設備等サプライヤーの団体）
3) Dramatists Guild Inc（作家組合）
4) Actors’ Equity Association（俳優組合）
5) United Scenic Artists（デザイナー、大道具、小道具製作者組合）
6) Stage Directors and Choreographers Society（演出家、振付家組合）
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[再録] トニー賞とは (つづき)

 ノミネート委員会
運営委員会が15人～62人の範囲で指名、毎年1/3ずつ交代

 投票人
前記1)～6)に加え7)～11)の役員､理事の約830人(年により異なる)が電子投票
7) Theatrical Council of Casting Society（俳優キャスティング評議会）
8) Musicians’ League 802（演奏家組合）
9) Association of Theatrical Press Agents（演劇ジャーナリスト協会）
10) New York Drama Critics Circle（ニューヨーク劇評家団体）
11) National Association of Talent Representatives（全米俳優代理人組合）
投票結果は外部の公認会計事務所で開票、内訳は開示されない

 対象作品
4月下旬の定められた期日までの1年間にブロードウェイの41劇場でオープニ
ングを迎えた作品、リバイバルは以前の作品と照らし合わせて対象とするか
どうか判断する、休演を経て繰り返し上演される作品等は対象とならない
授賞式は6月第2日曜に行われる
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歴代ミュージカル作品賞
演目名の後の○-○はトニー賞受賞とノミネートの数、年月は上演期間でプレビュ
ーは除く、#○ はロングランの歴代ランキングで連続1000回公演以上、作品名が
太字は現在も上演中､ 赤字は筆者が注目 末尾は日本語公演制作会社(プロデューサー)

2025年 Maybe Happy Ending  6-10､ 2025年2月～ 東宝 (ブロードウェイ版は日本未公開)

2024年 The Outsiders  4-12､ 2024年4月～ (日本未公開)

2023年 Kimberly Akimbo  1-9､ 2022年9月～ (日本未公開)

2022年 A Strange Loop  2-11､ 2022年4月～2023年1月 (日本未公開)

2021年 (コロナ禍で中止)
2020年 Moulin Rouge!  4-14､ 2019年7月～､ #76 東宝

2019年 Hadestown 8-14､ 2019年4月～ (日本未公開)

2018年 The Band‘s Visit  10-11､ 2017年11月～2019年4月 ホリプロ

2017年 Dear Evan Hansen  6-9､ 2016年12月～2022年9月､ #48 (日本未公開)

2016年 Hamilton  11-16､ 2015年8月～､ #21 (日本未公開)

2015年 Fun Home 5-12､ 2015年3月～2016年9月 東宝

2014年 A Gentleman‘s Guide to Love & Murder 4-10､ 2013年11月～2016年1月東宝/ホリプロ

2013年 Kinky Boots 6-13､ 2001年4月～2007年4月､ #28 アミューズ

2012年 Once 8-11､ 2012年3月～2015年1月､ #96 東宝
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歴代ミュージカル作品賞 （つづき）

2011年 The Book of Mormon 9-14､ 2011年3月～､ #11 (日本未公開)

2010年 Memphis  4-8､ 2009年10月～2012年8月､ #97 ホリプロ

2009年 Billy Elliot 10-15､ 2008年11月～2012年1月､ #79 ホリプロ

2008年 In The Heights 4-13､ 2008年3月～2011年1月､ #94 アミューズ

2007年 Spring Awakening 8-11､ 2006年10月～2009年1月 四季

2006年 Jersey Boys 4-8､ 2005年11月～2017年1月､ #13 東宝

2005年 Monty Python‘s Spamalot  3-14､ 2005年3月～2009年1月､ #55 エイペックス

2004年 Avenue Q 3-6､ 2003年1月～2009年9月､ #26 (来日公演のみ)

2003年 Hairspray  7-13､ 2002年8月～2009年1月､ #24 東宝

2002年 Thoroughly Modern Millie 6-11､ 2002年4月～2004年6月 東宝

2001年 The Producers 12-15､ 2001年4月～2007年4月､ #28 東宝

2000年 Contact 4-7､ 2000年3月～2002年9月､ #121 四季

1999年 Fosse  3-8､ 1999年1月～2001年8月､ #108
1998年 The Lion King  6-11､ 1997年11月～､ #3 四季

1997年 Titanic 5-5､ 1997年4月～1999年3月 梅芸

1996年 Rent 4-10､ 1996年4月～2008年9月､ #12 東宝
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歴代ミュージカル作品賞 （つづき）

1995年 Sunset Boulevard  7-11､ 1994年～1997年 ホリプロ

1994年 Passion  4-10､ 1994年5月～1995年1月 新国立

1993年 Kiss of the Spider Woman  7-11､ 1993年5月～1995年7月 ホリプロ

1992年 Crazy for You 3-9､ 1992年2月～1996年1月､ #52 四季

1991年 The Will Rogers Follies 6-11､ 1991年5月～1993年9月
1990年 City of Angels 6-11､ 1989年11月～1992年1月 ホリプロ

1989年 Jerome Robbins‘ Broadway  6-10､ 1989年2月～1990年9月
1988年 The Phantom of the Opera 7-10､ 1988年1月～2023年4月､ #1 四季

1987年 Les Misérables  8-12､ 1987年3月～2003年5月､ #6 東宝

1986年 The Mystery of Edwin Drood 5-11､ 1985年12月～1987年5月
1985年 Big River 7-10､ 1985年4月～1987年9月 ホリプロ

1984年 La Cage aux Folles 6-9､ 1993年8月～1987年11月 東宝

1983年 Cats  7-11､ 1982年10月～2000年10月､ #5 四季

1982年 Nine 5-12､ 1982年5月～1984年9月 TBS

1981年 42nd Street  2-8､ 1980年8月～1989年1月､ #16 東宝

1980年 Evita 7-11､ 1979年9月～1983年6月､ #57 四季
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歴代ミュージカル作品賞 （つづき）

1979年 Sweeney Todd  8-9､ 1979年3月～1980年6月 ホリプロ

1978年 Ain‘t Misbehavin‘ 3-5､ 1978年5月～1982年2月､ #53
1977年 Annie 7-10､ 1977年4月～1983年1月､ #30 東宝

1976年 A Chorus Line 9-12､ 1975年7月～1990年4月､ #7 四季

1975年 The Wiz 7-8､ 1975年1月～1979年1月､ #48 PARCO

1974年 Raisin 2-9､ 1973年10月～1975年12月
1973年 A Little Night Music  6-12､ 1973年2月～1974年8月 東宝

1972年 Two Gentlemen of Verona 2-9､ 1971年12月～1972年6月 四季､東宝

1971年 Company  6-14､ 1970年4月～1972年1月 TBS

1970年 Applause  4-11､ 1970年3月～1972年5月 四季､ピュアーマリー

1969年 1776 3-6､ 1969年3月～1972年2月､ #90
1968年 Hallelujah, Baby! 5-9､ 1967年4月～1968年1月
1967年 Cabaret 8-10､ 1966年11月～1969年9月､ #97 (不明)

1966年 Man of La Mancha 5-7､ 1965年11月～1971年1月､ #32 東宝

1965年 Fiddler on the Roof 9-10､ 1964年9月～1972年7月､ #18 東宝

1964年 Hello, Dolly! 10-11､ 1964年1月～1970年12月､ #22 富山市民文化事業団
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歴代ミュージカル作品賞 （つづき）

1963年 A Funny Thing Happened on the Way to the Forum  6-8､ 1962年5月～1964年8月
1962年 How to Succeed in Business Without Really Trying  7-8､ 1961年10月～

1965年3月､ #72 宝塚､東京グローブ座

1961年 Bye, Bye Birdie 4-8､ 1960年4月～1961年10月 アミューズ

1960年 The Sound of Music 5-9､ 1959年11月～1963年6月､ #70 四季､宝塚

Fiorello!  3-7､ 1959年11月～1961年5月
1959年 Redhead  6-7､ 1959年2月～1960年3月
1958年 The Music Man  5-9､ 1957年11月～1961年4月､ #74 東宝

1957年 My Fair Lady  6-10､ 1956年3月～1962年9月､ #23 東宝

1956年 Damn Yankees  7-9､ 1955年5月～1957年10月､ #119 フジTV

1955年 The Pajama Game  3-3､ 1954年5月～1956年11月､ #114 梅芸

1954年 Kismet  3-3､ 1953年12月～1954年5月
1953年 Wonderful Town 5-5､ 1953年2月～1954年7月 梅芸

1952年 The King and I  5-5､ 1951年3月～1954年3月､ #86 東宝

1951年 Guys and Dolls 5-5､ 1950年11月～1953年11月､ #93 宝塚､東宝

1950年 South Pacific 10-10､ 1949年4月～1954年1月､ #38 東宝

1949年 Kiss Me Kate  5-5､ 1948年12月～1951年7月､ #110 東宝

1947年～1948年 ミュージカル作品賞の設定なし2025/7/17 15



作品賞を逃した主な作品とロングラン
#○ はロングランの歴代順位、作品名太字は現在上演中

2017年 Come from Away  1-7､ 2017年3月～2022年10月､ #50 ホリプロ

2014年 Aladdin 1-5､ 2014年3月～､ #15 四季

Beautiful  2-7､ 2014年1月～2019年10月､ #29 東宝

2007年 Mary Poppins  1-7､ 2006年11月～2013年3月､ #25 ホリプロ

2004年 Wicked 3-10､ 2003年10月～､ #4 四季

2002年 Mamma Mia!  0-5､ 2001年10月～2015年9月､ #9 四季

2000年 Aida 4-5､ 2000年3月～2004年9月､ #40 四季

1998年 Cabaret(revival) 4-10(最優秀Revival含む)､1998年3月～2004年1月､#30 ホリプロ､PARCO

Ragtime  4-12､ 1998年1月～2000年1月 東宝

1997年 Chicago(revival) 6-8(最優秀revival含む)､ 1996年11月～､ #2 東宝､宝塚

Jekyll & Hyde  0-4､ 1997年4月～2001年1月､ #61 東宝

1994年 Beauty and the Beast  1-9､ 1994年4月～2007年7月､ #10 四季

1991年 Miss Saigon  3-10､ 1991年4月～2001年1月､ #14 東宝

1982年 Dreamgirls 6-11､ 1981年12月～1985年8月､ #64 梅芸

1977年 Oh! Calcutta  0-0､ 1976年9月～1989年8月､ #8 (Revueとしては最⾧記録)
1972年 Jesus Christ Superstar  0-5､ 1971年10月～1973年6月 四季

1958年 West Side Story 2-6､ 1957年9月～1959年6月 宝塚､四季
2025/7/17 16



授賞式の歴代司会者
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Date Host(s)
78th 2025/6/8 Cynthia Erivo
77th 2024/6/16 Ariana DeBose
76th 2023/6/11 ditto
75th 2022/6/12 ditto
74th 2021/9/26 Audra McDonald,  Leslie Odom Jr.

2020/3/12 ～ dark due to Covid
73rd 2019/6/9 James Corden
72nd 2018/6/10 Sara Bareilles, Josh Groban
71st 2017/6/11 Kevin Spacey
70th 2016/6/12 James Corden
69th 2015/6/7 Kristin Chenoweth, Alan Cumming
68th 2014/6/8 Hugh Jackman
67th 2013/6/9 Neil Patrick Harris
66th 2012/6/10 ditto
65th 2011/6/12 ditto
64th 2010/6/13 Sean Hayes
63rd 2009/6/7 Neil Patrick Harris
62nd 2008/6/15 Whoopi Goldberg
61st 2007/6/10 no host
60th 2006/6/11 ditto
59th 2005/6/5 Hugh Jackman
58th 2004/6/6 ditto
57th 2003/6/8 ditto



授賞式の歴代司会者 （つづき）

2025/7/17 18

Date Host(s)
56th 2002/6/2 Bernadette Peters, Gregory Hines
55th 2001/6/3 Nathan Lane, Matthew Broderick
54th 2000/6/4 Rosie O'Donnell, Nathan Lane
53rd 1999/6/6 no formal host
52nd 1998/6/7 Rosie O'Donnell
51st 1997/6/1 ditto
50th 1996/6/2 Nathan Lane
49th 1995/6/4 Nathan Lane, Glenn Close, Gregory Hines
48th 1994/6/12 Anthony Hopkins, Amy Irving
47th 1993/6/6 Liza Minnelli
46th 1992/5/31 Glenn Close
45th 1991/6/2 Julie Andrews, Jeremy Irons
44th 1990/6/3 Kathleen Turner
43rd 1989/6/4 Angela Lansbury
42nd 1988/6/5 ditto
41st 1987/6/7 ditto
40th 1986/6/1 no host
39th 1985/6/2 ditto
38th 1984/6/3 Julie Andrews, Robert Preston
37th 1983/6/5 Richard Burton, Lena Horne, Jack Lemmon
36th 1982/6/6 Tony Randall
35th 1981/6/7 Ellen Burstyn, Richard Chamberlain



授賞式の歴代司会者 （つづき）
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Date Host(s)
34th 1980/6/8 Mary Tyler Moore, Jason Robards
33rd 1979/6/3 Jane Alexander, Henry Fonda, Liv Ullmann
32nd 1978/6/4 no host

Jack Albertson, Bea Arthur, Buddy Ebsen, 
Damon Evans, Jean Stapleton, Leslie Uggams
Eddie Albert, Richard Burton, Jane Fonda, Diana Rigg
George C. Scott, Trish Van Devere
Larry Blyden, George S. Irving, Larry Kert,
Carol Lawrence, Michele Lee, Bernadette Peters
Bobby Van
Peter Falk, Florence Henderson, Robert Preston
Cicely Tyson

27th 1973/3/25 Rex Harrison, Celeste Holm
26th 1972/4/23 Henry Fonda, Deborah Kerr, Peter Ustinov

Lauren Bacall, Angela Lansbury, Anthony Quayle
Anthony Quinn

24th 1970/4/19 Julie Andrews, Shirley MacLaine, Walter Matthau
23rd 1969/4/20 Diahann Carroll, Alan King
22nd 1968/4/21 Angela Lansbury, Peter Ustinov
21st 1967/3/26 Mary Martin, Robert Preston
20th 1966/6/16 George Abbott, Ginger Rogers
19th 1965/6/13 Tom Bosley, José Ferrer, Van Johnson

30th 1976/4/18

31st 1977/6/5

25th 1971/3/28

28th 1974/4/21

29th 1975/4/20



授賞式の歴代司会者 （つづき）
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授賞式は初期はラジオ中継、1958年からローカルテレビ局による放映を開始
1978年からCBSによる全米中継を開始

Date Host(s)
18th 1964/5/24 Sidney Blackmer
17th 1963/4/28 Abe Burrows, Robert Morse
16th 1962/4/29 Ray Bolger, Robert Preston
15th 1961/4/16 Phil Silvers
14th 1960/4/24 Eddie Albert
13th 1959/4/12 Bud Collyer
12th 1958/4/13 ditto
11th 1957/4/21 ditto
10th 1956/4/1 Jack Carter
9th 1955/3/27 Helen Hayes
8th 1954/3/28 James Sauter
7th 1953/3/29 Faye Emerson
6th 1952/3/30 Helen Hayes
5th 1951/3/25 James Sauter
4th 1950/4/9 no host
3rd 1949/4/24 Brock Pemberton, James Sauter
2nd 1948/3/28 Bert Lytell, Hiram Sherman, Harry Hirshfield
1st 1947/4/6 Brock Pemberton



週間の観客数、チケット価格とチケット収入
(トニー賞翌週 2025年6月9日～15日、毎週開示されている)
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週間の観客数、チケット価格とチケット収入 （つづき）
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週間の観客数、チケット価格とチケット収入 （つづき）
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週間の観客数、チケット価格とチケット収入 （つづき）
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出典 Playbill®  https://playbill.com/Grosses/  



[再録] ブロードウェイの楽しみ方
 客層

米国内と欧州からの白人富裕層の旅行客が7割（カップル､友人､ファミリーが中心）
旅程に合わせ演目と座席を選びチケットを購入（リピーターは少ない）

 チケットの購入
インターネットで座席表を見ながら購入（先の日程を選べば最前列も購入できる）
チケットはペーパーレスでスマートフォンに表示

 役者
舞台芸術は全米の高校の授業カリキュラムに含まれ、成績優秀者は全米の総合大学
の芸術学部に他学部とのダブルメジャーで進学、その優秀者がブロードウェイのオ
ーディションを目指す（役者の裾野は広く大学卒が大半、全米に地方劇場もある）
役者は俳優労働組合（Actors’ Equity Association）への加入が義務付けられ、身分
証明、労働契約、最低賃金保障、健康保険、年金積立等が付与される
自分の判断で交渉代理人を雇う（芸能プロダクションはなく､ファンクラブもない）
作品制作には5年から⾧いもので10年かかると言われ、オープニングを迎えればロン
グランが基本で、役者は最低でも半年の契約が基本になっている
役者は1年のうちに複数の作品に契約することはほぼない、ダブルキャストも役者の
負担が高い場合 (特にソプラノ) を除きなく､週8回舞台に立つ（通常月曜のみ休演）
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[再録] ブロードウェイの楽しみ方 （つづき）
 劇評家(マスコミ)と作品の関係

劇評家は大学院で舞台芸術の博士課程を取得した専門家であり、中立を維持するた
めに正式オープニング（レッドカーペット）の前に作品に接触することはない
劇評はオープニング翌朝の新聞に一斉に署名入りで掲載されチケットの売れ行きが
大きく左右される、酷評されると1週間でクローズするような事態が生じ劇評家と制
作側は時に敵対すると見なされるが、芸術文化の発展にとり歴史的に重要な関係

 トニー賞が果たす役割
舞台芸術への女性ならびに有色人種の進出と機会均等を促す(出典 2024.4 The Tony Award)

舞台従事者へは劇評の高評価とトニー賞によるチケットの売れ行き、ロングランに
より製作費用の回収と莫大な収益を生み出す（制作者にはユダヤ系商人が多い）
社会大衆へ舞台芸術からのメッセージにより人権、政治問題の啓発と高揚に貢献

 ほかの賞レース
ピューリッツァー賞､アカデミー賞､グラミー賞､エミー賞､ゴールデン・グローブ賞､
オビー賞､ケネディセンター・オナー､ロックンロール・ホール・オブ・フェイム(以
上アメリカ)、ローレンス・オリビエ賞(イギリス)、百想芸術大賞(韓国)、ほか
菊田一夫演劇賞､紀伊国屋演劇賞､芸術選奨､宝塚歌劇団年度賞､文化庁芸術祭賞､毎日
芸術賞､読売演劇大賞､ﾊﾔｶﾜ悲劇喜劇賞､ﾐｭｰｼﾞｶﾙ出版社ﾍﾞｽﾄ10､ほか（五十音順）
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[再録] トニー賞あれこれ (ミュージカル部門)

 最多受賞：The Producers (2001年) 12部門

 最多ノミネート： Hamilton (2016年) 16部門

 12部門でノミネートされるも受賞ゼロ：
Mean Girls (2018年)、The Scottsboro Boys (2011年)

 リバイバルでの最多受賞：South Pacific (2008年) 7部門

 リバイバルでの最多ノミネート：Kiss Me, Kate (2000年) 12部門

 最多主演・助演賞： オードラ・マクドナルド 6回 (演劇部門3回を含む)

 最多作曲賞：スティーブン・ソンドハイム 8回

 最多振付賞：ボブ・フォッシー 8回

 全部門での最多受賞：ハロルド・プリンス (作品賞､制作､演出､特別賞) 21回
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